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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　既設のドア枠を残したまま、その既設ドア枠の内周部に新設のドア枠を取付けるドア枠
の改装構造において、
　前記新設のドア枠の上枠と縦枠の外周部の屋外側部分に当接部を設け、前記上枠及び縦
枠に新設の額縁材を固着してなり、各額縁材は、断面ほぼコ字形に形成されてその凹溝が
屋内方向に向くように備えられ、出入口側の一辺が前記当接部に当接された状態で前記出
入口から遠い側の他辺が前記出入口を形成する外壁の屋外側面に対向近接される幅を有し
、前記出入口側の一辺が前記当接部にねじで固着されて、前記既設ドア枠に取付けられて
いる既設の額縁材を隠蔽するものであり、前記新設の額縁材は前記当接部に対する当接位
置を変えることにより屋内外方向の固着位置が調整可能であり、
　一辺において既設ドア枠の縦枠の屋外側面に固着され、他辺において新設ドア枠の縦枠
の外周面に固着されるＬ型ブラケットに、出入口から遠い側において前記他辺に近接する
位置にその他辺とほぼ平行に前記新設ドア枠の縦枠に設けられている当接部至近位置まで
延出する延長辺を設け、前記新設ドア枠の縦枠を前記Ｌ型ブラケットにより前記既設ドア
枠の縦枠に固着した状態で前記当接部に当接した額縁材の一辺を前記当接部と前記延長辺
とで挟持するようにしたことを特徴とするドア枠の改装構造。
【請求項２】
　当接部と額縁材の一辺との双方に互いに噛み合って係止する溝条が形成されていること
を特徴とする請求項１に記載のドア枠の改装構造。
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【請求項３】
　額縁材の他辺の屋内側端部に、その額縁材と外壁の屋外側面との間に充填されるコーキ
ング材を受ける溝が形成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載のドア枠の改
装構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、既設のドア枠を残したまま、新設のドア枠を取付けるための改装構造に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　例えば玄関ドア枠、その他のドア枠は、アルミニウム合金やスチール等の金属製である
ため、期間の経過とともに、腐食、破損、退色などの老朽化により見栄えが悪くなったり
、ドア開閉に不具合が生じたりすることは避けられない。このような事態が発生したとき
は、ドア枠及びドアの取換えが望まれるが、ドア枠を全部取換える場合は、ドア枠の取外
しばかりでなく、躯体、床タイル等のドア枠周りの取壊し工事及びドア枠取付け後の補修
工事が必要となるため、多額のコストがかかる。このようなコスト上の問題を回避する方
法として、躯体に直接接続されている既設のドア枠を残存させ、その中に設けられている
ドア、無目、方立、袖部等を除去して、既設のドア枠の内周部に新設のドア枠を取付けて
既設ドア枠を隠蔽し、その新設ドア枠に新しいドア、無目、方立、袖部等を取付ける改装
方法が、特許文献１，２，３に既に開示されている。
【特許文献１】実開昭５９－１９６６７６号公報
【特許文献２】特開昭６３－２１０３８２号公報
【特許文献３】実開平７－３８５４３号公報
【０００３】
　これらの先行技術は、いずれも、既設ドア枠の内周部に新設ドア枠を取付け、その新設
ドア枠の屋内側に屋内側化粧カバーを、屋外側に屋外側化粧カバーをそれぞれ添設して、
既設ドア枠と新設ドア枠との間の隙間を被覆して見栄えを良くしようとしている点におい
て共通する。
【０００４】
　しかしながら、屋外側化粧カバーは、いずれも、出入口側の一端が新設ドア枠の屋外側
面に当接され、出入口から遠い側の他端が出入口を形成する外壁の内周面に近接され、そ
の屋外側化粧カバーの他端と外壁の内周面との間にコーキング材を充填するように構成さ
れている。
【０００５】
　上記構成の屋外側化粧カバーは、外壁の厚さの大小に関わりなく取付可能である利点を
有する反面、既設ドア枠の屋外側に額縁が取付けてある場合は、その額縁の屋外方向突出
量に対応できる構成になっていないため、既設額縁の取外しが必要になる。また、額縁は
通常、装飾目的から既設ドア枠の屋外側面から外壁の屋外側面よりも屋外側まで突出され
、出入口から遠い側の端部が外壁の内周面に近接又は当接されて、その額縁の他端と外壁
の内周面との間にコーキング材が充填される態様で取付けられている。上記先行技術は額
縁がこのような態様で取付けられている既設ドア枠には対応できないという問題がある。
　
【０００６】
　さらに、先行技術における屋外側化粧カバーの形状を変更して、出入口から遠い側の他
端を外壁の屋外側面に当接して取付けられる額縁として使用しようとしても、外壁はまち
まちの厚みを有するが、先行技術における屋外側化粧カバーは、いずれも出入口開口面と
平行な左右方向には位置調整が可能であるが、出入口開口面と直交する方向、すなわち、
屋内外方向には位置調整が不可能である。このため、先行技術における屋外側化粧カバー
の形状を変更して、出入口から遠い側の他端を外壁の屋外側面に当接して取付けられる額
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縁として使用しようとする場合は、その額縁材を外壁の厚みに応じてその都度切断加工し
なければならないという煩雑さがある。その他、従来は、外壁の屋外側面から突出する額
縁付き既設ドア枠に適用できる改装構造が提供されていなかったので、外壁の屋外側面か
ら突出する額縁付き既設ドア枠を改装する場合は、依然として既設額縁の取外し、外壁の
出入口外周部分の取壊し、新設ドア枠及び新設額縁取付け後の外壁補修を必要とした。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、その課題は、既設ドア枠に外壁の
屋外側面から突出する額縁が取付けてある場合でも、外壁の厚みの大小に関わりなく、か
つ、額縁材の切断加工を要することなく、新設額縁の取付けが容易にできるドア枠の改装
構造を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明は、既設ドア枠を残したまま、その既設ドア枠の内周
部に新設ドア枠を取付けるドア枠の改装構造において、（ａ）新設ドア枠の上枠と縦枠の
外周部の屋外側部分に当接部を設け、前記上枠及び縦枠に新設額縁材を前記当接部に固着
してなり、（ｂ）各額縁材は、断面ほぼコ字形に形成されてその凹溝が屋内方向に向くよ
うに備えられ、出入口側の一辺が前記当接部に当接された状態で前記出入口から遠い側の
他辺が前記出入口を形成する外壁の屋外側面に対向近接される幅を有し、前記出入口側の
一辺が前記当接部にねじで固着されて、前記既設ドア枠に取付けられている既設額縁材を
隠蔽するものであり、（ｃ）前記新設額縁材は前記当接部に対する当接位置を変えること
により屋内外方向の固着位置が調整可能であり、（ｄ）一辺において既設ドア枠の縦枠の
屋外側面に固着され、他辺において新設ドア枠の縦枠の外周面に固着されるＬ型ブラケッ
トに、出入口から遠い側において前記他辺に近接する位置にその他辺とほぼ平行に前記新
設ドア枠の縦枠に設けられている当接部至近位置まで延出する延長辺を設け、前記新設ド
ア枠の縦枠を前記Ｌ型ブラケットにより前記既設ドア枠の縦枠に固着した状態で前記当接
部に当接した額縁材の一辺を前記当接部と前記延長辺とで挟持するようにしたことを特徴
としている。
【０００９】
　当接部と額縁材の一辺との双方に互いに噛み合って係止する溝条が形成されていること
が望ましい。
【００１０】
　額縁材の他辺の屋内側端部に、その額縁材と外壁の屋外側面との間に充填れるコーキン
グ材を受ける溝が形成されていることが望ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１の発明によれば、既設ドア枠及び既設額縁は新設ドア枠及び新設額縁により隠
蔽される。新設額縁材は新設ドア枠の上枠及び縦枠の当接部に対する当接位置を変えるこ
とにより屋内外方向の固着位置が調整可能であるから、外壁の厚みの大小に関わりなく額
縁材の取付けが可能であり、額縁材の現場での切断加工による調整が不要である。従って
、ドア枠の改装施工能率が著しく向上し、現場切断加工に伴う見栄え不良の問題も生じな
い。また、一辺において既設ドア枠の縦枠の屋外側面に固着され、他辺において新設ドア
枠の縦枠の外周面に固着されるＬ型ブラケットに、出入口から遠い側において前記他辺に
近接する位置にその他辺とほぼ平行に前記新設ドア枠の縦枠に設けられている当接部至近
位置まで延出する延長辺を設け、前記新設ドア枠の縦枠を前記Ｌ型ブラケットにより前記
既設ドア枠の縦枠に固着した状態で前記当接部に当接した額縁材の一辺を前記当接部と前
記延長辺とで挟持するようにしたので、新設ドア枠を既設ドア枠に固着するためにＬ型ブ
ラケットを取付ける通常の作業のみで、額縁材を取付けの際にその一辺を新設ドア枠の縦
枠の当接部に当接し、適切に位置に係止した状態でその額縁材を仮固定することができ、
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その後のねじ締着作業を安定して確実に行うことができる。
【００１２】
　当接部と額縁材の一辺との双方に互いに噛み合って係止する溝条が形成されている場合
は、額縁材の他辺の先端を外壁の屋外側面に当接した状態で額縁材の一辺を当接部に溝条
の噛み合いにより係止させて安定した状態でねじ締着ができ、額縁材取付け能率が向上す
る。
【００１３】
　額縁材の他辺の屋内側端部に、その額縁材と外壁の屋外側面との間に施されるコーキン
グ材を受ける溝が形成されている場合は、新設額縁材の他辺と外壁の屋外側面との間にコ
ーキング材を容易確実に適量を充填して、新設額縁材と新設ドア枠との間に水密性を確保
することができるとともに、既設額縁のコーキング材は残置されるので、既設額縁材と外
壁との間の水密性が補強される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　続いて、本発明の好ましい実施の形態について、図面に基づいて説明する。
　図１は本発明を玄関ドア枠の改装に適用した一実施例の縦断面図、図２は同横断面図、
図３はＬ型ブラケットの一例を示す斜視図である。
【００１５】
　図１，２においてＷ，ＯＢは、それぞれ玄関の出入口Ｏを画成している外壁及びくつず
りの基礎モルタルである。１１は既設ドア枠の上枠、１２は同既設ドア枠の縦枠、１３は
同既設ドア枠の下枠（くつずり）であり、上枠１１と縦枠１２はそれぞれまぐさ１と柱２
にねじｏｓ１により止着されている。下枠１３は既設基礎モルタルＯＢに一部が埋設され
ている。そして、１４は既設ドア枠の上枠１１及び縦枠１２の屋外側面に添設された既設
額縁材であり、まぐさ１，柱２の屋外側面にねじｏｓ２により止着されている。図示の例
では、上枠１１及び縦枠１２の屋外側面に添設された既設額縁材が同一の断面形状を有し
ているが、形状が多少相違する場合も取付け構造は基本的には異ならない。さらに、１５
は既設額縁材１４と外壁Ｗの屋外側面の端部との間に充填された既設コーキング材である
。
【００１６】
　同じく図１，２において、２１は新設ドア枠の上枠、２２は同新設ドア枠の縦枠、２３
は同新設ドア枠の下枠である。新設ドア枠は、上枠２１、縦枠２２及び下枠２３をビスホ
ールにビスをねじ込む周知の接続技術により矩形枠体に組立てられており、次のようにし
て取付けられる。すなわち、新設ドア枠を既設ドア枠の内周部に嵌合し、既設ドア枠の縦
枠１２と新設ドア枠の縦枠２２の間に間隔調整木片２４ｓを押入介在させて縦枠２２の左
右位置決め及び垂直レベル取りをし、さらに既設ドア枠の上枠１１と新設ドア枠の上枠２
１との間に間隔調整木片２４ｕを押入介在させて、新設ドア枠の上枠２１の水平レベル取
りを行う。その後、左右の新設ドア枠の縦枠２２の内周面からねじＮＳ１をその縦枠２２
と既設ドア枠の縦枠１２に貫通し、さらに柱２までねじ込むことにより固定する。続いて
、新設ドア枠の下枠２３と既設基礎モルタルＯＢとの間に新設基礎モルタルＮＢを充填し
て既設ドア枠の下枠１３を被覆するとともに、ねじＮＳ２を新設ドア枠の下枠２３の上面
から貫通し下枠１３にねじ込むことにより固定する。そして、最後に、新設ドア枠の上枠
２１の内周面からねじＮＳ３をその上枠２１及び既設ドア枠の上枠１１に貫通し、まぐさ
１にねじ込むことにより固定する。
【００１７】
　新設ドア枠の縦枠２２は、さらに、その外周部において後に詳述されるＬ型ブラケット
４を用いて、既設ドア枠の縦枠１２に固定される。すなわち、Ｌ型ブラケット４の互いに
直角方向に延びる２辺の内の一方の辺を既設ドア枠の縦枠１２の柱２に対する取付け縁に
当接するとともに、ねじＮＳ４をその取付け縁にねじ込んで固定し、他方の辺を新設ドア
枠の縦枠２２の外周面にねじＮＳ５で固着してある。
【００１８】
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　上記新設ドア枠の上枠２１と縦枠２２には、それぞれの外周部の屋外側部分に、当接部
２１ａ，２２ａが設けられている。上枠２１の当接部２１ａは、これにねじＮＳ６を出入
口Ｏ側から外壁の屋外側面と平行であって出入口から遠ざかる上方向にねじ込むことがで
きるように水平面に沿って屋内外方向に延在している。また、縦枠２２の当接部２２ａは
これにねじＮＳ６を出入口Ｏ側から外壁の屋外側面と平行であって出入口から遠ざかる横
方向にねじ込むことができるように垂直面に沿って屋内外方向に延在している。また、好
ましくは、各当接部２１ａ，２２ａのねじのねじ込み側に凹む溝２１ｂ，２２ｂが形成さ
れ、各溝２１ｂ，２２ｂにキャップ２１ｃ，２２ｃを嵌着して溝を遮閉することができる
。これにより、当接部２１ａ，２２ａにねじ込んだねじＮＳ６の頭が外部に露見されない
ようにしてある。
【００１９】
　なお、図１，２の新設ドア枠の上枠２１及び縦枠２２は、図面の簡明化のため、一体物
として示されているが、高断熱性ドア枠の場合は、上枠及び縦枠がそれぞれ屋外側に面す
る金属製枠と屋内側に面する樹脂製枠とを結合してなる既知の物が使用されるのであって
、本発明は、そのいずれであっても構わない。
【００２０】
　図１，２において、３１，３２はそれぞれ、新設ドア枠の上枠２１及び縦枠２２の屋外
側端部に前記当接部２１ａ，２２ａを用いて固着されて、外壁Ｗと新設ドア枠の上枠２１
及び縦枠２２との間の間隙及び既設額縁材１４を隠蔽する新設額縁材である。上枠２１に
取付けられる額縁材３１と縦枠２２に取付けられる額縁材３２は図示の例では若干形状が
異なる。その形状は装飾目的により任意に決められるが、基本的形状として、ほぼコ字形
の断面形状を有し、開口を屋内方向に向けて装着される。そして、額縁材３１，３２の出
入口側の一辺３１ａ，３２ａは新設ドア枠の当接部２１ａ，２２ａに屋内外方向に移動可
能に当接することができる。そして、各新設ドア枠の上枠２１及び縦枠２２の当接部２１
ａ，２２ａと額縁材３１，３２の当接部分には、互いに噛み合って係止される複数の溝条
が形成されている。互いに噛合して係止するならば、溝条の間隔・断面形状は任意である
。
【００２１】
　また、各額縁材３１，３２は、その他辺３１ｂ，３２ｂの先端を出入口Ｏから既設額縁
材１４よりも外側において外壁Ｗの屋外側面に対向当接させた状態で、前記一辺３１ａ，
３２ａを新設ドア枠の当接部２１ａ，２２ａに当接することができる程度の幅（出入口開
口面に沿った幅寸法）を有している。既設額縁材１４の出入口開口面に沿った幅寸法や屋
外方向の突出量には種々ある。新設額縁材３１，３２の幅及び開口の深さは、それら各種
の既設額縁材１４を隠蔽し収容することができる寸法とされている。
【００２２】
　上記構成を有する新設額縁材３１，３２は、次のようにして取付けられる。すなわち、
まず、上額縁材３１の長手方向両端面を左右の縦額縁材３２の上端部対向面に当接し、両
縦額縁材３２の外側からビス３３を上額縁材３１に形成してあるビスホール３１ｃにねじ
込む周知の接続方法により門型の額縁を組立てる。その新設額縁を出入口Ｏの屋外側から
新設ドア枠に接近させ、上額縁材３１の内周側の一辺３１ａを新設ドア枠の上枠２１の当
接部２１ａの上面に載せ、引き続き、縦額縁材３２の内周側の一辺３２ａを新設ドア枠の
縦枠２２の当接部２２ａの出入口Ｏと反対側の面に当接する。
【００２３】
　この状態で各当接部２１ａ，２２ａに出入口Ｏ側からねじＮＳ６を貫通し、額縁材３１
，３２の一辺３１ａ，３２ａにねじ込むことにより、各額縁材を新設ドア枠に固着する。
この場合、Ｌ型ブラケット４を利用せずに、又は他の係止部材を用いて係止するなどして
仮固定した状態で、額縁材の固着作業をすることも可能であるが、本発明の好ましい実施
の形態においては、Ｌ型ブラケット４に簡単な構成を付加することにより、そのＬ型ブラ
ケットを利用してねじ込み作業を安定確実に行うことを可能にしてある。進んでそのＬ型
ブラケットの構成を詳述する。
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【００２４】
　Ｌ型ブラケット４は、図３に示すように、既設ドア枠の縦枠１２の取付け縁１２ａに当
接されてねじＮＳ４で固着される第１辺４ａと、その第１辺の中央部の一端から直角に延
び、新設ドア枠の縦枠２２の外周面にねじＮＳ５で固着される第２辺４ｂと、その第２辺
の両側において第２辺よりも第１辺の他端側に所定距離離間された位置から直角に第２辺
よりも長く延び、第２辺との間に新設額縁材の一辺３２ａを挟持し得る第３辺（延長辺）
４ｃとを有して、概略Ｌ字形に形成されており、第１辺と第２辺にはねじＮＳ４，ＮＳ５
を挿通するための長孔４ｄ，４ｅが設けてある。前記所定距離とは、新設額縁材３２の一
辺３２ａの厚みとほぼ等しい距離である。強いて述べれば、第１辺４ａの説明上記入した
２本の点線Ｌ１，Ｌ２の内側部分と第２辺４ｂとで形成される部分が通常の単純形状のＬ
型ブラケットであるが、本発明では、第１辺４ａを点線から両外側に延長し、その各延長
部分の第２辺４ｂと同一側に若干の距離を隔てて第３辺４ｃを設けたものということがで
きる。
【００２５】
　上記構成を有するＬ型ブラケット４は、上述したように、また図２に示すように、第１
辺４ａの長孔４ｄに挿通したねじＮＳ４を既設ドア枠の縦枠１２の取付け縁にねじ込み、
第２辺４ｂの長孔４ｅに挿通したねじＮＳ５を新設ドア枠の縦枠２２の外周面にねじ込む
ことにより固着される。このようなＬ型ブラケット４は縦額縁材３２の高さ方向に適当な
間隔を持って複数個配設される。
【００２６】
　そして、新設額縁の縦額縁材３２を取付ける際は、その縦額縁材３２の出入口側の一辺
３２ａを第３辺４ｃと第２辺４ｂとの間に挿入又は押入して、両縦額縁材３２の他辺の先
端が外壁の屋外側面に当接又は近接し、かつ、全長に渡って垂直になるように、当接部２
２ａに対する当接位置を必要に応じて変更して調整作業が行われる。縦額縁材３２はＬ型
ブラケット４の第２辺４ｂと第３辺４ｃの間に挟持して係止されるので、調整後の位置に
仮固定することができる。その仮固定された状態で、各当接部２１ａ，２２ａに貫通した
ねじＮＳ６を新設額縁材３１，３２にねじ込むことにより、新設額縁が終局的に固定され
る。その後、各当接部２１ａ，２２ａの溝２１ｂ，２２ｂにキャップ２１ｃ，２２ｃが嵌
着される。
【００２７】
　額縁材３１，３２は、これを屋内外方向に移動して、その一辺を外壁の屋外側面に近接
した状態で他辺を当接部２１ａ，２２ａに当接係止して、ねじ止めにより固着されるので
、外壁Ｗの厚みに関わりなく、取付けることができる。従って、外壁の厚みに応じて額縁
材の現場切断加工を行う必要がない。縦額縁材の仮固定の際に、当接部２２ａ及び縦額縁
材の当接部分に互いに噛み合う溝条が形成されている場合は、その仮固定がしっかり行わ
れ、かつ、縦額縁材が自重その他の外力により固定位置が不要に変動する恐れがない。
【００２８】
　上記のようにして新設額縁材３１，３２の固定後に、上額縁材の他辺３１ｂの先端部と
外壁Ｗの屋外側面との間、及び縦額縁材の他辺３２ｂの先端部と外壁Ｗの屋外側面との間
にコーキング材３５を充填する。この場合、上額縁材３１の他辺３１ｂの先端部と縦額縁
材の他辺３２ｂの先端部にＬ型の溝３１ｄ，３２ｄが形成してあると、上額縁材の他辺３
１ｂの先端と外壁Ｗとの間、及び縦額縁材の他辺３２ｂの先端部と外壁Ｗとの間にそれぞ
れ適量のコーキング材３５を所要位置に確実に充填することが可能になるので好ましい。
　
【００２９】
　新設額縁材と外壁との間のコーキング材３５は、既設額縁材と外壁との間の既設コーキ
ング材１５に関して出入口Ｏから遠い位置に設けられるので、既設コーキング材１５に劣
化、亀裂、一部剥離等が生じている場合も、それらがすべて新設コーキング材３５により
補完されるので、水密性が確保される。また、既設コーキング材１５が完全に隠蔽される
ので、額縁付き新設ドア枠の見栄えが向上する。
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【００３０】
　図１，２において、５１，５２は新設ドア枠の屋内側に周知の方法により取付けられた
新設屋内側額縁を構成する上額縁材と縦額縁材である。この新設額縁材５１，５２は合成
樹脂製であり、新設ドア枠の屋内側面に当接され、出入口の内方に開口する溝５１ａ，５
２ａからねじＮＳ７をまぐさ１又は柱２までねじ込んで固定されている。溝５１ａ，５２
ａはキャップ５１ｂ，５２ｂが嵌着されて遮閉される。
【００３１】
　図１，２においてＤは新設ドア枠に取付けられた新設ドアであり、親子ドアの組合わせ
、ドアと袖部の組合わせのいずれでもよい。Ｔは新設ドア枠の下枠２３の屋内側端部と既
設基礎モルタルＯＢの間に設けられたステンレススチール製の段差緩和材である。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明を玄関ドア枠の改装に適用した一実施例の縦断面図
【図２】同横断面図。
【図３】Ｌ型ブラケットの一例を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００３３】
　Ｗ　　　外壁
　ＯＢ　　既設基礎モルタル
　Ｏ　　　出入口
　１１　　既設ドア枠の上枠
　１２　　既設ドア枠の縦枠
　１３　　既設ドア枠の下枠
　１４　　既設ドア枠の額縁材
　１５　　既設額縁のコーキング材
　２１　　新設ドア枠の上枠
　２２　　新設ドア枠の縦枠
　２３　　新設ドア枠の下枠
　２１ａ　当接部
　２２ａ　当接部
　３１　　新設額縁の上額縁材
　３２　　新設額縁の縦額縁材
　３１ａ，３２ａ　一辺
　３１ｂ，３２ｂ　他辺
　３１ｄ，３２ｄ　溝
　３５　　新設額縁のコーキング材
　４　　　Ｌ型ブラケット
　４ａ　　第１辺
　４ｂ　　第２辺
　４ｃ　　第３辺
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